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〔要　　　旨〕

1　21世紀に入って，世界農業において少なくとも二つの大きな変化が生じた。一つは食糧
価格が2007年から新たなステージに上ったことである。その主な要因の一つは中国の大豆
輸入の急拡大である。二つ目の変化は，世界的に農業関連投資が活発化し，その結果，直
近の 5年間，世界の食糧生産量も貿易量も拡大が過去最大となった。いわば世界は新たな
農業拡張期を迎えた。

2　農業投資が最も盛んな地域は，未開の大地を意味するブラジルの「セラード」エリアで
あり，世界で残された最大の未開拓地である。ブラジルでの旺盛な農業投資状況をよく示
すのは，農地価格の上昇である。11年の農地価格は，食糧価格上昇前の05年に比べて約 2

倍に上昇した。米国の農地価格と比較すると，06年ではまだ米国の約半分しかなかったが，
10年に米国の63.2%になり，上昇の激しいことが分かる。

3　ブラジル農地価格の上昇は直接的には旺盛な農地購入需要に起因するが，背景には世界
食糧価格の上昇，輸出作物である大豆作付面積の拡大，外国直接投資の増加がある。特に，
今後，中国でトウモロコシなどの食糧輸入量がさらに増加する可能性があることは，農業
投資の拡大に拍車をかけている。

4　今回の農業拡張期に，既存の穀物メジャーや化学肥料，種子，農業機械など世界トップ
レベルの企業や中堅企業は当然投資を増やしているが，そのほかに新規参入者も少なくな
い。そのなかで突出しかつ堅調に動いているのは日系商社である。

5　日系商社は，ブラジルにおいて各種提携や出資，買収を通して，ブラジルの農産物と流
通システムを手に入れ，一方，同時に中国において同様の手段で中国の需要を手に入れる。
つまり，かつて穀物メジャーが中国とブラジルの大豆貿易のルートを切り開き，かつ拡大
したモデルと同じようなビジネス展開を行っている。こうした日系商社の展開もあり，大
豆に次いでトウモロコシもブラジルから中国への輸出が増えることになろう。

拡大するブラジルの農業投資
─中国の輸入増がもたらす世界食糧供給構造の変化─
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商業性作物であるが，米国のエタノール生

産用のトウモロコシ需要はほぼピークに達

しており，今後，確実に拡大するのは中国

の輸入であろう。中国の輸入需要は現在の

大豆にとどまらず，飼料用トウモロコシも

食肉も輸入拡大の可能性が高い。こうした

中国の輸入需要増の可能性は世界の食糧価

格を下支え，農業投資の拡大をもたらして

いるが，特にブラジルでの投資は旺盛であ

る。

本稿では，ブラジルを中心に，価格上昇

が農業への投資意欲を刺激し増産につなが

るメカニズムを検証するとともに，補助金

などを排し食糧価格の形成を適正化すれば

世界では食糧を増産する余地が依然として

きわめて大きいことを検討する。ブラジル

の農業関連投資のデータが入手しにくいこ

とがあり，ここでは土地価格，経営規模，

新規参入，生産量，輸出量などの変化を通

して投資の増加状況を解明したい。

本稿では，まず農業関連投資増加の前提

条件となっている食糧価格の上昇と適正水

はじめに

21世紀に入って，世界の農業において食

糧価格の上昇と農業投資の拡大という大き

な潮流変化が起きた。1970年代以降，長期

低迷していた食糧価格は明らかに短期的な

市況変動の枠を越え，新たなステージに上

方シフトした。とりわけ2007年以降は，途

上国において食糧危機と騒がれる水準にま

で穀物市況が上振れする状況も数次にわた

って発生した。一方で，そうした価格上昇

は農地開拓，流通網の構築など農業関連投

資を刺激し，空前の食糧増産をもたらして

いる。

価格上昇による増産という明快な市場メ

カニズムが働いているわけだが，その中身

は基礎的な食糧需要を満たすことを目的と

した「緑の革命」など，20世紀の増産と異

なる面がある。21世紀の増産を牽引したの

は，主として米国のエタノール生産用のト

ウモロコシやブラジルの中国向け大豆など
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ｂ　長期的供給過剰と価格低迷

06年まで世界の食糧価格が長期間低迷し

たのは，供給過剰状況が継続したためであ

る。アフリカや中東地域など地域的な食糧

不足はあったものの，世界全体での需給は

均衡していた。なかでも欧米諸国は70年代

後半から80年代半ばまでにかけて供給過剰

の時代に入った。背景には二つの大きな要

素があると言えよう。

一つは，欧州も第二次世界大戦後の復興

過程における食糧増産対策の効果が全面的

に出た結果，70年代半ばから米国とともに

供給過剰になったことである。そうした場

合，通常は供給を調整して需給バランスを

取るが，欧米先進国の政権は農民の支持を

必要としたため，さまざまな補助金を支払

い，これにより農家は生産者価格が生産者

コストを割る状況でも長期間営農を継続す

ることができたのである。

二つ目は，人口の多いインド，東南アジ

ア及び中国は，高収量品種と革新的生産技

術の導入を柱とする「緑の革命」の増産戦

略が奏功し，質は別として量としては80年

代前半にほぼ食糧問題を解決できたことで

準が維持できる要因を簡単に分析し，農業

投資増加の結果としての世界食糧増産と輸

出量の拡大，そのなかでブラジルの突出し

た地位上昇の状況を概観してから，ブラジ

ルでの農業投資の状況，そのなかでのブラ

ジルの輸出と中国の輸入のさらなる増加を

もたらす可能性の高い日系商社の投資動向

を含めて考察する。

1　農業投資の拡大をもたらす
　　要因　　　　　　　　　　

（1）　食糧価格を下支えする需要の拡大

ａ　新たなステージに上った食糧価格

08年以降，世界的に農業関連投資は新た

な拡張期に入り，その勢いは今日まで続い

ている。この農業関連投資の拡大をもたら

したのは，07年から世界の食糧価格がそれ

までの長期低迷の状況に戻らず，確実に新

たなステージに上ったことである。

世界の穀物価格指標となるシカゴ相場の

年間平均をみると，11年は06年に比べてト

ウモロコシは約2.5倍，大豆は約2.2倍，小麦

は約1.7倍に上昇した。また，07～11年の期

間は動きの速い投機資金が穀物市場に大量

に流入したことによって，穀物相場の変動

幅はそれ以前に比べ大きくなっているが，

注目すべきは暴落した時点でも06年以前の

水準には下落していないことである。

全体としてみれば，食糧価格は06年まで

30年間以上続いた低迷から抜け出すことが

できた（第１図）。
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第1図　シカゴ商品取引所の先物価格
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る。それによりバイオエタノール向けのト

ウモロコシ使用量は00/01穀物年度の1,595

万トン（生産量の6.3%）から，05/06年度の

4,072万トン（同14.4%），11/12年度の１億

2,828万トン（同40.9%）へとすさまじい勢い

で増加した。

食糧価格が上昇した07/08～11/12年度の

５年間でみると，年間平均１億882万トン，

合計５億4,410万トン（同時期の米国のトウ

モロコシ合計生産量の34%に相当）のトウモ

ロコシがエタノール生産の原料になったの

である。この合計量は，前期５年間合計に

比べて３億6,103万トンも増え，この増加分

は同時期米国合計生産量の前期比増加分の

何と135%にも相当する。つまり，増産した

以上にバイオエタノールへ仕向け，一方副

産物のDDGSを飼料用トウモロコシに代替

することで飼料仕向け分を減らしてバラン

スを取ったのであった。

穀物は人間の食糧だけではなく，エネル

ギー源ともなる時代が到来したのである

が，重要なのはエネルギー不足がエタノー

ル増産の理由ではなく，トウモロコシの余

剰生産能力の解消のためにエネルギーとい

う新規用途が生み出されたことである。エ

タノール向けの需要開拓こそ，低迷した穀

物価格の正常な水準への修正を促し，それ

を通して，WTO上「黄の政策」になり，ま

た米国農政の長期的課題にもなっていた農

業補助金の削減が実現できるようになった。

二番目に，世界の需要にインパクトを与

えたのは中国の大豆輸入である。中国の大

豆輸入量は輸入自由化（＝関税化）した96年

ある。

世界人口の約６割を占めるアジアの食糧

問題が解決したことで，欧米の余剰穀物は

アフリカや中東，中米に輸出され，各国の

国内農産物との競合を招くことになった。

これが80年代以降，アフリカ等の農業の弱

体化，自給率の低下につながっていくので

あるが，世界全体でみると供給が需要を上

回る傾向が続き，食糧価格にとって上値が

押さえ続けられることとなった。世界の食

糧価格は，75年頃から06年まで30年以上，

干ばつや政治的要因などによる一時的な高

騰期を除けば，長期間低迷したのである。

ｃ　突出した米中の需要創出

07年からの食糧価格の上昇をもたらした

主な要因を一言で言うと，供給が縮小した

ことではなく，需要が大幅に拡大したため

である。最大の新規需要は穀物や植物油由

来のバイオ燃料向けであるが，完全に人為

的につくられた需要と言えよう。次は中国

の大豆輸入需要である。そのなかで穀物に

よるバイオ燃料の需要はほぼピークになっ

ており，今後の影響は中国の輸入需要とみ

られるので，本稿はバイオ燃料については

深く論じない。ただ，これまでの価格上昇

に最も影響を及ぼした要因であるため，こ

れまでの状況を少し振り返ってみる。

最大のバイオ燃料向けの需要は米国のバ

イオエタノール向けのトウモロコシ需要で

ある。米国が，慢性的な供給過剰にあるト

ウモロコシをエタノール向け使用へと政策

的に促進したのは21世紀に入ってからであ
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コシとほぼ同等のシェアを占める食糧貿易

の中核となったのである。

ｄ　保険的役割を果たす今後の中国の

輸入増

ただし，今後，米国と中国の需要動向は

大きく異なってくるであろう。上述したよ

うに米国のバイオ燃料向けのトウモロコシ

需要は全量を米国産でまかなっており，か

つその需要量はほぼピークになったと考え

られる。すなわち，米国ではバイオ燃料の

ガソリンへの混合比率を「Ｅ10（10%混入）」

に定めているが，すでに全米でこの比率を

達成した一方，ガソリン需要そのものはす

でに飽和しているからである。

しかし，中国の大豆やトウモロコシ需要

は増加分を自国内でまかなえない。大豆は

輸入量がすでに5,000万トン以上だが，今後

はトウモロコシの輸入量が着実に増えてい

く可能性が高い（その分析は別のレポートに

譲る）。中国のトウモロコシ需要はコーンス

ターチ原料や飼料用などで２億トンに近づ

いている。その10%を輸入に依存すること

になると，輸入量は2,000万トンとなる。こ

れは現在のトウモロコシ貿易量の約20％に

あたり，大きなビジネスチャンスとなるだ

ろう。また世界の食糧価格を下から支え，

農業関連投資の拡大に一種の保険的な役割

を果たすことになっている。

（2）　食糧生産農家の収益向上

食糧価格のステージが上方シフトしたこ

とによって，ブラジルや米国等世界の主要

には約111万トンにすぎなかったが，00年に

1,042万トン，11年に5,245万トンへと米国の

バイオエタノール向けトウモロコシ需要量

の増勢と並んで，驚異的な新規需要の創出

となった。大豆輸入の急膨張によって，中国

は世界最大の食糧輸入国になった。11年ま

での５年間に中国は合計２億1,805万トン

の大豆を輸入し，前の５年間合計と比べて

１億1,094万トン増加したことになり，この

増加分は同期間の世界の大豆合計生産量の

9.3%にあたり，前の５年間と比べた増産量

の81.0％にも相当する。つまり，同期間増産

した大豆の大半は中国向けであった。

この５年間の輸入量を年間平均でみると

毎年4,361万トンとなり，前５年に比べて年

間平均2,219万トンという大規模な食糧輸

入増加になるが，これほどの需要増加は人

類の歴史においても例がないことであろう。

その大部分は中国人の所得向上に比例した

食用油需要の増加と大豆の絞りかすを食肉

生産用の飼料に回すメカニズムによるもの

であった。中国は食糧不足で大豆輸入を急

増させたのではなく，食の高度化が大豆輸

入を膨張させたのである。

中国の大豆輸入の急増により，世界の食

糧貿易は構造変化を起こした。大豆の比重

の急激な上昇である。世界の食糧貿易をコ

メ，小麦，トウモロコシと大豆の４種類の

合計量でみると，それに占める大豆の比率

は中国が輸入を開始する前の95年に約14%

（約3,200万トン）に過ぎなかったが，05年に

は22%，10年には26%（9,200万トン台）にも

達したのである。今では，大豆はトウモロ
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って所得の拡大要因として作用したのは間

違いない。

2　農業投資拡大の結果

（1）　食糧増産

農業関連投資の拡大は当然，食糧の増産

につながる。近年の農業関連投資が拡大し

たことと連動して，世界の食糧生産量も貿

易量も07年以降再び急速に拡大している。

67/68～11/12年度までの45年間を５年ごと

のスパンに分けてみると，直近の07/08～

11/12年度までの５年間は生産量も輸出量

も長期トレンドラインの上方にシフトして

おり，量としては最も増加した時期となっ

ている（第３図）。

この５年間は，コメ，小麦，トウモロコ

シと大豆の４種類合計で109億トン以上と

前５年間合計生産量より約15億トン増産さ

れ，前５年間の前期比増産した食糧の倍以

上となっている。

増産した約15億トンにおいて，トウモロ

食糧生産国の大規模農家にとって，生産規

模の拡大や単収増加につながる投資を拡大

するインセンティブが高まっている。ブラ

ジル農家の所得の正確な把握は困難だが，

大豆やトウモロコシの生産者価格からその

トレンドを推測することができる。例え

ば，大豆の生産者価格でみると，ブラジル

も米国も同様に07年から価格が前年に対し

３割から４割上昇し，11年には06年に比べ

てブラジルは203.1%，米国は215.5%と倍以

上上昇した（第２図）。

期間中，化学肥料や燃料等の生産資材，

土地価格，人件費などがともに上昇したが，

米国農家の大豆による所得をみると，06年

まではほとんどの年で赤字経営になってお

り，各種補助金で補っている状況であった

が，07年には１トン当たり47.2ドル，11年に

104.5ドルの黒字を出しており，長期間の赤

字経営から黒字基調に転換した。ブラジル

は農業補助金がほとんどないため，もとも

と生産者は利益がないと継続的に生産しな

い。そのため，07年からの価格上昇はブラ

ジルの食糧生産者，特に大規模生産者にと
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第2図　ブラジルと米国の大豆農場価格と
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第3図　世界の食糧生産量と輸出量
 （トウモロコシ，大豆，コメ，小麦の合計）
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（2）　突出しているブラジルの増産と

輸出拡大

ａ　ブラジルの地位の急上昇

上述した中国の大豆輸入急増とブラジル

の輸出急拡大は，21世紀に入っての世界食

糧貿易構造における大きな変化となる。こ

のことは食糧だけではなく農産物全般に言

えることであるが，世界農産物輸出市場に

おけるブラジルの地位が上昇し，それに対

して長期間君臨してきた米国の地位が相対

的に低下しつつある。

データでみると，世界農産物輸出総額に

占める割合は，00～09年の間に，米国が

13.7%から10.7%へと３ポイント低下したの

に対し，ブラジルは3.1%から5.6%へと上昇

している。２～４位のオランダ，ドイツと

フランスはEU域内貿易が多く，ブラジル

は実質的に第２位の農産物輸出国である

（第４図）。

ｂ　中国要因

ブラジルのこうした地位上昇は中国向け

コシは約半分の貢献をしている。生産量が

もともと少ない大豆も約10%の増産を成し

遂げている。国別でみると，中国が最大の

約23%の貢献をし，二番目は米国の約21％

である。その次はインドとブラジルでそれ

ぞれ約10%となる。

また同時にこの５年間は，世界の食糧貿

易量が最も拡大した時期でもあった。この

５年間の世界食糧輸出量は，同様の４種類

合計で17.4億トンと前期比3.2億トン増とな

り，前５年間の前期比増加量約1.8億トンに

比べて1.3億トン以上も拡大した。これによ

り世界の年間平均食糧貿易量は07年以降，

前の５年間の2.8億トン台から3.4億トン台

へと上昇した。この５年間に増加した輸出

量3.2億トンにおいて，大豆は約1.1億トンの

増加量で，35.6%の貢献をしている。国別で

みると，ブラジルが約7,250万トンの増加

と，最大の22.6%の貢献をした。二番目は米

国の6,270万トンであり，19.6％に当たる。逆

に中国はマイナス14.0%となり，最大の輸

入国となった。つまり，ブラジルと米国の

増加した大豆輸出はほとんど中国に向いて

いるのである。

総括すれば，この５年間，世界の食糧生

産主要国はそろって食糧増産に傾いたが，

そのうち大きく増産した中国とインドは国

内の巨大な人口を養うために国内で増産分

が消化されたのに対し，ブラジルの増産分

は輸出の拡大に向かった。品目でみると，

トウモロコシは主として米国のバイオ燃料

向け，大豆，特にブラジルの大豆は主とし

て中国の輸入需要向けに回った。
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資料 FAOSTATから作成

第4図　世界農産物輸出の上位5か国のシェア
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割合も，95/96年度の１割から，10/11年に

３割以上と米国と１位を争うようになった。

また，中国向けの食肉輸出が近年急増し

ていることも特徴の一つと言えよう。ブラ

ジルの食肉の輸出は00年以降急増しており，

世界の食肉輸出総額に占める割合は，00年

では6.4%と１位の米国（19.3%）と大きく差

がついていたが，04年には16.4%と，13.1%

の米国を抜いて１位となった。その後米国

と１位を争う形となっている。

食肉輸出先の割合では，ロシアが10年に

16.3%，11年に11.3%と相変わらず最大であ

り，また中国は同時期に1.9%，3.2%とまだ

小さいが，しかし香港を加えると11年に

13.3%とロシアを超え，最大となっている。

特に11年の中国の食肉輸入の伸び率は92.3%

とほぼ倍増した。

こうした中国向け輸出の急増により，ブ

ラジルの農産物輸出構造も大きく変化して

きた。最大の変化は，油糧種子や食肉のシ

ェアの拡大と伝統的コーヒーや果物の輸出

シェアの低下である。農産物輸出総額に占

める割合は00年～09年の10年間に大豆等油

糧種子は17.2%から21.7%へ，食肉は15.1%か

ら21.7%へと拡大した。特に油糧種子は95

年からの15年間でみると，その割合は5.8%

から21.7%へと金額ベースでは食肉と並ん

で最大の外貨稼得農産物となった。その代

わりに，同時期にコーヒーは12.2%から

7.2%へ，青果物は12.0%から5.1%へと半分

前後に下がった。

輸出が急増したことによるところが大き

い。ブラジルの農産物輸出総額に占める中

国向けの割合は00年の3.4%から11年の17.6%

と14.2ポイントも上昇した。一方，かつて

最大の輸出先であったオランダのシェアは

同時期に14.1%から6.5%へと7.6ポイントも

縮小した（第５図）。

中国向けの主な輸出品目は何よりも大豆

であり，11年に約110億ドルでブラジルの対

中農産物輸出総額（HS＝世界統一関税番号

二桁分類01～24の合計）の78.1%，大豆油を

合わせると83.9%も占める。11年にブラジル

の対中大豆輸出量はブラジル大豆輸出総量

の67%にも当たる2,210万トンとなってお

り，中国が大豆輸入を開始した96年の1.5万

トンからみると，その急増ぶりは目を見張

るものがある。この間，ブラジルの大豆作

付面積は約1,000万haから約2,400万haへ，

大豆生産量は約2,300万トンから約7,500万

トンへと増産し，また増加した大豆輸出の

大半は中国向けであった。

世界全体の大豆輸出に占めるブラジルの
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第5図　ブラジルの農産物輸出先と
そのシェアの変化
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はブラジルにあり，ほとんどがこのセラー

ドエリアにある（第７図）。この4,547万haは

実は世界自然保護基金（WWF-Brasil）09年

の予測7,077万haを大幅に下回っており，明

らかに環境破壊を伴わずに開発できる土地

と言えよう。

ちなみに，残された世界の開拓可能な土

地4.46億haは，世界人口トップ３か国であ

る中国，インドと米国の合計耕地面積（4.81

億ha）の93％に相当する。この３か国の人

口は世界総人口の42%に当たる29.6億人（12

年）である。

また，同じ世銀の試算では，上記の開拓

可能な土地4.46億haのうち，トウモロコシ

生産が可能，かつ市場への距離が車で６時

間以内の未開拓土地は8,331万haであるが，

そのうちブラジルはスーダン（1,439万ha，

17.3％）に次ぐ1,041万ha（12.5%），次はアル

ゼンチンの770万ha（9.2%）である。米国は

154万ha（1.8%）と新規開拓の余地が少ない

3　ブラジルでの旺盛な農業投資

（1）　最も盛んな「セラード」エリア

ブラジルで農業投資が最も盛んに行われ

ているのは，開拓が遅れているブラジルの

中部，北部と北東部に広がる「不毛の大地」

と称されるセラードエリアである。このセ

ラードエリアは，ブラジル国土の25%に当

たる約２億haもあり，日本国土の5.4倍にも

相当する。とにかく平坦で農業に適してい

るこの地域は，世界で残された最大の未開

拓地と言われる（第６図）。

世界銀行（2010）の試算によると，森林

エリアを使わず，またk㎡当たりの人口が

25人以下の天水農業に適している開拓可能

な土地は世界陸地の3.3%に当たる4.46億ha

ある。そのうち，10.2%にあたる4,547万ha

出典　Embrapa
http://www.v-brazil.com/information/geography/
cerrado.html

（注）　英文字（2字）は州名の略。

第6図　ブラジルのセラードエリア
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第7図　世界で開拓可能な潜在農地
（人口密度25人以下/km2の非森林地域に限る）
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Noble（香港）やAmaggi（ブラジル），Los 

Grobos（アルゼンチン），Ceagro（ブラジル）

とMultigrain（三井物産所有）等中堅穀物貿

易会社，MonsantoやPioneer等種子会社，

John Deer（米国），Case New Holland（米

国）等機械メーカーなどである。

（2）　ブラジルの土地価格の上昇

ａ　食糧価格と作付面積に影響される土地

価格

ブラジルで農業投資が活発になっている

状況をよく示すのは，農地価格の上昇であ

る。ブラジルでは，11年の農地価格は食糧

価格上昇前の05年に比べて名目価格で２～

４倍ぐらいに値上がりした。

例えば，上記の北東部バイア州西部にあ

るLEM市で年間降雨量1,500㎜の農地は，ha

当たりで05年の約4,000レアルから11年の

１万100レアルへ2.5倍，同地区の降雨量

1,500㎜の非農地は約1,600レアルから4,400

レアルへ2.8倍，また肥沃な伝統的農業地帯

の南部パラナ州Cascavel地区では単収の高

い農地は同時期に1.2万レアルから2.6万レ

アルへ２倍以上，同地区の低単収農地は同

時期に約4,400レアルから1.34万レアルへ３

倍以上になっている（第８図）。

港に近く流通インフラが整備されかつ消

費地に近い南部のパラナ州とサンパウロ州

に比べて，セラードエリア・バイア州LEM

市の農地価格はまだその４～６割にとどま

る。また，米ドルに換算しかつインフレ調

整したブラジルの平均農地価格は，10年に

ha当たり3,811ドルと05年の1,963ドルに比

ことがうかがえる。

大豆についても同じ条件で世界全体では

8,287万haの開拓余地があるが，それも同様

に，そのうち，ブラジルは24.2%に当たる

2,006万haであり，最大である。その次はア

ルゼンチンの814万ha（9.8%）となる。米国

は239万haとトウモロコシに比べてやや大

きいが，ブラジルにははるかに及ばない。

小麦については，同じ条件で世界全体で

は7,078万haが開拓可能である。そのうち，

ロシアは41.7%にも当たる2,951万haを占め

る。次は，547万ha（7.7％）のアルゼンチン，

421万ha（6.0%）のカナダ，359万ha（5.1%）

の米国となる。中国はトウモロコシ28万

ha，大豆４万ha，小麦53万haと新規開拓の

余地がほとんどないことが示されている。

上記のブラジルの開拓可能な土地面積に

現在の単収をもって計算すると，トウモロ

コシは4,260万トン，大豆は5,656万トン，小

麦は330万トンの増産余地があり，十分な

投資を行えば，増産は現実となる。

このセラードエリア開発のまっただ中に

あるバイア州西部や北部のマラニョン州

を，11年12月に訪れた。すでに巨大な規模

になっている農場はまだ引き続き土地を開

拓，拡大しており，農業関連各分野の世界

トップレベルの企業が出そろい，職を求め

てブラジル各地からやってきた労働者た

ち，１世紀半前の米国西部開拓をバージョ

ンアップしたかのような農業ニューフロン

ティアの熱狂ぶりを見て驚いた。投資して

いる企業の一部であるが，CargillやBunge，

ADM，Louis Dreyfusという穀物メジャー，

農林中金総合研究所 
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土地価格も同様に上昇に転じた。

ブラジルの農地価格は実は今世紀に入っ

てからすでに上昇に転じている。これは，

中国向けの大豆輸出急増に伴う大豆作付面

積の急拡大，バイオエタノール需要の急増

によるサトウキビの作付面積の拡大に影響

されている。こうした上昇傾向は，07年の

世界食糧価格の上昇により加速された形と

なる（第10図）。

一方，米国の土地価格と比較すると，ブ

ラジルの農地価格は10年に米国の63.2%に

あたり，ブラジルの農地価格がまだ低いこ

とが分かる。ただ，ブラジルの農地価格は

06年ではまだ米国の約半分しかなかった状

況からみると，ブラジル農地価格の上昇が

激しいことが分かる。

ｂ　外資による土地購入

土地価格の上昇は当然旺盛な土地購入需

要と直接に関係している。ブラジルでは08

年まで土地購入に関する規制がほとんどな

かったため，食糧価格が上昇して以降，ブ

ラジル資本だけではなく，外国資本もブラ

べて約1.9倍に値上がりしている（第９図）。

ブラジルの農地価格は世界食糧価格に強

く影響されている。ブラジルが輸出してい

るのは主として大豆であるため，近年の大

豆国際価格と比較してみると，ブラジルの

平均農地価格は07年から同じカーブを描い

ていることが分かる。世界の大豆価格は07

年から一旦急騰した後，09年に暴落した。

ブラジルの平均農地価格も同様に07年から

上昇し，09年に少し下落したが，その後10

年から大豆価格が再び上昇に転じたため，
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第8図　ブラジルの名目農地価格の動き

（レアル／ha）

09 10 11

サンパウロ州Bauru穀物高単収農地

パラナ州Cascavel穀物高単収農地

パラナ州Cascavel穀物低単収農地

バイア州LEM降雨量1,500㎜農地

バイア州LEM降雨量1,500㎜非農地

600

500

400

300

200

100

0

7,000
6,000
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0

第9図　ブラジルの農地価格と大豆相場，
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第10図　ブラジルの収穫面積

（万ha）
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の上限は最大5,000haとされている。また株

式の51％以上を外国人が所有する内国法人

も外国人とされている。

いずれも，厳しい制限措置となっている。

これによりブラジルへの投資が損なわれる

可能性があるとの指摘もあり，外国資本が

コントロールするブラジル内国法人の土地

取得規制をブラジル内国法人並みにするな

ど，実質的に法律解釈を緩める動きも最近

出始めている。

（3）　世界最大規模の農場展開をしてい

るブラジル

ａ　巨大農場

上述したような旺盛な農地購入需要や最

先端機械の導入などの投資状況は，11年12

月にバイア州西部でヒアリングした三つの

農場から垣間見ることができた。

今回ヒアリングした三つの農場は，それ

ぞれ8.5万haのMizote，11.6万haのXingu，

14.8万haのHoritaとなる。いずれも近年大

幅に農地を購入して経営規模を拡大してい

る。例えば，そのうち最大のHorita農場が

所有している14.8万haのうち8.8万haは11年

に新規購入した。Xingu農場も近年急速に

拡大し，07年に約10万ha，11年に11.6万ha

となり，さらに今後５年間をめどに20万ha

（北海道を除く日本最大の耕地面積は茨城県の

17.5万ha）に拡大する目標を持っている。ち

なみに，Xingu農場は11年に三井物産に買

収され，他の二つは日系ブラジル人による

ものである。

ブラジルのこれら巨大農場はいずれも米

ジルの土地に強い関心を持つようになっ

た。ブラジルの土地購入に流れた外資はど

れぐらいあるか不明であるが，土地価格は

ブラジルへの直接投資額と同じ動きをして

いることが分かる。ブラジルへの直接投資

額は07年から増加し，リーマンショックの

影響で09年に大幅に減少したが，10年から

再び上昇に転じ，11年に史上最高額となっ

た。09年の資金流入減は土地価格の低下に

も影響した可能性があろう。

不完全な統計ではあるが，ブラジル農地

改革国立研究所（INCRA）の調査結果では，

08年から10年５月までの間，外国資本が購

入した土地は31.2万haと，1900年代から

2010年５月まで100年以上かけて外国資本

が購入した土地面積435万haの約7.2%を占

める（LDPI（2011））。また，それによると，

日本の資本が購入した土地は43.2万haと

435万haの9.9%にあたり，２位である。ちな

みに，ブラジル地理統計院（IBGE）の06年

の農業センサスによると，ブラジルの農業

と畜産の経営面積は06年に約3.3億haであ

り，この435haはその1.3%に過ぎない。

外資によるブラジル農地の大量購入を防

ぐため，ブラジル政府は10年８月から厳し

い規制を開始し，11年12月に法律として制

定した。例えば，外国人個人や海外会社の

土地所有につき，小規模（５ha，地方によっ

て異なる）であれば国土審議会の，大規模

であれば国会の議決承認が必要となり，し

かも，外国人個人や企業が購入できる土地

は，州の面積の25％までが上限，同一外国

籍者が購入できる上限は10％，また１法人
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大規模農牧場のうち，大半の土地は手間を

かけない牛の放牧かそのまま放置している

草地の状態である。ただ，近年のブラジル

での農業投資の拡大に伴い，放牧地か手付

かずの草地を耕地に開拓して上述した大規

模農場に変身させているところが増えてい

る。

ｃ　最先端の農業機械への投資も旺盛

また，上述したこれらブラジルの大農場

は，食糧価格の上昇による収益が改善され

たこともあり，米国の大農場と同様に効率

を求めるために衛星などを含めた次世代IT

（情報通信）技術を活用した最先端の大型農

業機械に積極的に投資している。例えば，

精密なGPS（全地球測位システム）を搭載し

国の大農場に比べても桁違いに大きく，世

界トップレベルである。Xingu農場は東京

都23区の1.9倍以上，Horita農場は東京都23

区の２倍以上に相当することからその広さ

がうかがえよう。実はブラジルと米国の農

業センサスデータからでも，ブラジルの大

農場の平均規模が米国と同じか米国を上回

っていることが分かる。

ｂ　センサスによる米伯農場規模の比較

ブラジルでは1,000ha以上の農牧地を持

つ農家は06年に約4.7万人と全農家数518万

人の0.9%にすぎないが，センサスの農牧地

総面積の44.4％以上を所有し，一人当たり

面積は3,124haとなっている。一方の米国で

は，2,000エーカー（809haに相当）以上の農

牧地を持つ農家は07年に

全農家の3.6%にあたる約

８万人であるが，農牧地

総面積の53.9%を占めて

おり，一人当たりでは

2,500haである（第１表）。

ちなみに，ブラジルのこ

うした約１%の大規模農

家が約４割の農牧地面積

を所有している状況は，

1960年から2006年のセン

サスまで変わっていな

い。

ブラジルと米国が違う

のは，米国の農牧場の大

半はすでに耕地に開拓さ

れているが，ブラジルの

第1表　ブラジルと米国の農業センサスによる農家の経営規模

総計
10ha以下の割合
1,000ha以上の割合

百万ha

単位
ブラジル

70年 80 96 06

%
％

294.1
3.1

39.5

364.9
2.5

45.1

353.6
2.2

45.1

329.9
2.4

44.4

資料 ブラジル地理統計研究所（IBGE），米国農務省（NASS）から作成

総計

面
積

農
場
数

10ha以下の割合
1,000 ha以上の割合

百万世帯

%
％

4.92
51.2
0.7

5.16
50.4
0.9

4.86
49.4
1.0

5.18
47.9
0.9

1農場当たり面積 1,000ha以上 ha/戸 3,152.5 3,439.5 3,231.1 3,124.2

総計
1～9エーカーの割合
10から49エーカーの割合
2,000エーカー以上の割合

百万エーカー

単位
米国

69年 82 97 07

%
％
％

1,063.3
0.1
1.2

42.8

986.8
0.1
1.2

47.4

931.8
0.1
1.2

51.2

922.1
0.1
1.7

53.9
総計
1～9エーカーの割合
10～49エーカーの割合
2,000エーカー以上の割合

百万戸

%
％
％

2.73
5.9

17.3
2.2

2.24
8.4

20.0
2.9

1.91
8.0

21.5
3.9

2.20
10.6
28.1
3.6

1農場当たり面積
2,000エーカー（809haに相当）以上 ha/戸 3,072.3 2,930.4 2,593.1 2,501.5

面
積

農
場
数
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急速に拡大できたのは，穀物メジャーが中

国市場を開拓して中国の需要を手に入れた

ことと大きく関連している（阮蔚（2008））。

穀物メジャーはブラジルの大規模農家への

先物契約，生産資材，流通サービスなどの

提供により生産物を手に入れながら，同時

に中国で搾油工場の新設や中国大豆搾油メ

ーカーへの資本参加及び買収を通して中国

の需要を手に入れたのである。

今回の農業拡張期に，既存の穀物メジャ

ーや化学肥料，種子，農業機械など世界ト

ップレベルの企業や中堅企業は当然投資を

増やしているが，そのほかに新規参入者も

少なくない。そのなかで突出しかつ堅調に

動いているのは日系商社と言えよう。

丸紅や三井物産を代表とする日系商社は

かつて70～80年代前半に，米国における穀

物輸出事業やインドネシアにおける農業生

産を手がかりに和製穀物メジャーに成長す

る夢を追った。しかし，生産物を持ってい

ても大手需要先を持っていないため，撤退

せざるを得なかった。今回世界的に需要が

拡大している時期に，日系商社は以下のよ

うに明確に姿勢を転換し，穀物メジャーが

かつて中国とブラジルの大豆貿易のルート

を切り開き，かつ拡大したモデルと同じよ

うなビジネス展開を行うようになった（第

11図）。

ｂ　日系商社の参入による中国の

トウモロコシ輸入増の可能性

日系商社は，ブラジルにおいて有力穀物

集荷会社や穀物商社と提携，もしくは出資

た最新の大型トラックやコンバインなどは

当然導入されている。これらの機械では収

穫の効率が高くなるだけではなく，単収は

いくらか，それぞれの場所の土壌成分はど

うなっているか等が測定できる。そうする

と，単収と土の成分に合わせて，その土地

にどういう成分の肥料を追加すればよいか

ということが分かり，余計な肥料の投入を

避けることもでき，単収増加と生産コスト

の削減につながる。

また，農地拡大や機械への投資に積極的

なだけではなく，GMOなど効率向上につな

がる最新品種の導入や，Non till＝不耕起・

直まき栽培など，土壌の水分を守り，コスト

節約的な最新農法の導入にも積極的である。

4　日系商社の参入と中国の　　
　　トウモロコシ輸入増の可能性

（1）　最も注目されている日系商社の参入

ａ　供給と需要を同時に獲得

大豆を含めてブラジルの農産物は90年代

からその輸出競争力が強化されてきたが，

これはブラジルが90年代に経済自由化に政

策を大きく転換したことによるところが大

きい。つまり，90年代から海外直接投資が

急増し，穀物メジャー等国際アグリビジネ

ス企業がブラジル農業分野に全面的に参入

し，ブラジルの農産物増産に一役をかった

だけではなく，メジャーの海外販売力によ

ってブラジル農産物の輸出が拡大されるよ

うになった面が大きい。

例えば，ブラジルの中国向け大豆輸出が
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模養豚事業や飼料事業などを展開したりし

て，中国の需要を手に入れる（第２表）。

これらの事業は大豆だけではなく，飼料

原料となるトウモロコシの需要を捕捉し，

最終的にはブラジルから中国へのトウモロ

コシ輸出につながることが容易に想像でき

る。そのなかで突出しているのは丸紅の動

きである。丸紅はカーギル等穀物メジャー

と同様に生産分野に入らず，ブラジルでの

集荷や港湾を押さえながら，同時に投資を

通して中国やインド，中東などでの需要を

押さえている。ブラジルから「2015年に

3,000万トンの輸出量」を目指しているが，

これは完全にメジャー級の規模であり，穀

物メジャーが牛耳る世界の食糧貿易市場の

や買収，港湾施設，大規模農場の買収など

を通して，ブラジルの農産物と流通システ

ムを手に入れ，一方，同時に中国では国内

大手食糧輸入会社・飼料会社・大規模農場

と提携・出資関係を結んだり，共同で大規

第11図　日系商社によるブラジルと中国の
トウモロコシ貿易の予想図

中国の
食糧貿易会社，
飼料メーカー，
養豚事業等

出資
提携 需要を

手に入れる
生産物を
手に入れる

出資
買収
提携

ブラジルの農場，
集荷貿易会社，
港湾施設等

日系商社

輸出

資料 筆者作成

第2表　日系商社の中国・ブラジルに対する食糧関連投資/提携

内容 金額対象国実施時期商社名

資料　当該会社のHP，日本経済新聞から作成

　

丸紅 09～11年 ブラジル 港湾会社大手テルログ・ターミナル（サンタカタリーナ州）を買収，出荷量
を従来の2倍へ

46億円以上

丸紅 09年 ブラジル 有力穀物集荷会社アマギと包括提携合意書
15年に3,000万トンの輸出量を目指す

三井物産 07～11年 ブラジル 穀物集荷マルチグレーン社とXingu農場を買収（完全子会社化） 470億円
三菱商事 11年 ブラジル 穀物集荷のアグレックス・ド・ブラジル社を設立
三菱商事 11年 ブラジル 最大手インテグレーションのブラジルフーズと提携

15年までに500万トン以上を集荷，約半分を中国や日本へ
三菱商事 12年 ブラジル 穀物商社セアグロ社に出資　15年までに2,000万トンの穀物取扱 35億円
伊藤忠商事 11年 ブラジル バンゲ社と合弁でバイオエタノール会社　ペドロ・アフォンソを設立。さ

とうきび440万トンを処理
双日 07～10年 ブラジル 07年に33.3％出資したバイオエタノール製造会社エー・デー・エネルジ

ア社をブレンコ社と戦略的に統合，世界最大能力へ
三菱商事 11年 中国 中糧集団（ＣＯＦＣＯ）と中国全土で食肉事業 400億円以上
丸紅 09～12年 中国 SINOGRAINと包括提携覚書。（2009）

山東六和集団と中国全土で飼料合弁事業。14年に2,000万トン製造。新
希望六和と統合（2011），アフリカ・中東で飼料事業（2012)

伊藤忠商事 08～11年 中国 ＣＯＦＣＯと包括提携協議書。黒龍江省北大荒集団と提携
双日 12年 中国 日立造船と共同で黒竜江省で北大荒馬鈴薯集団有限公司と提携し馬鈴

薯デンプンからのエタノール製造実証事業
三井物産 09～12年 中国 新希望集団と戦略的業務提携（2009）

黒龍江省北大荒商貿への増資（2012）
6億円
（NEW HOPE）
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ドクロップとしての作付面積を増やせば容

易に増産できる構造になっている。

ブラジルでは，増産したトウモロコシの

一部は輸出され，輸出量は01年の563万ト

ン，05年の107万トンから，11年の949万ト

ンへと変動しながら増えつつあるものの，

輸出量がまだ少なく，特に中国の大豆輸入

のような安定的な輸出先が確保できていな

い。このため，ブラジルでは穀物メジャー

を含めトウモロコシの先物契約はほとんど

行われていない。

現在，増産したトウモロコシの大半は国

内の養鶏場や養豚場などの中小規模の売渡

先しかなく，販売先が分割されてコストが

かかり，またスポット売りしかない。大規

模農家は大豆と綿花のように先物契約で中

国等向けの輸出に強い関心を持っている。

むすび

食糧価格が新たなステージに上って以降

の５年間，農業関連等が拡大し，世界では

食糧の大増産が達成された。

本稿は，中国の輸入需要に対応して，ブ

ラジルでの農業投資拡大による輸出拡大が

達成できたことを通して，07年からの世界

食糧価格の上昇は世界の食糧増産に有用で

あったことを示そうとした。そもそも07年

からの価格上昇はマクロ的に見た供給不足

ではなく，需要創出によるものである。ま

た，今後中国の輸入がさらに増えるという

新たな需要，いわば新たなビジネスチャン

スが予想されているため，既存のプレーヤ

地図は大きく書き変わろうとしている。

かつて穀物メジャーの展開により中国の

大豆輸入は急増した。今回，日系商社の展

開も加わり，中国はトウモロコシなどの輸

入も増えることになろう。

（2）　大規模生産者はトウモロコシ輸出

拡大に強い意欲

ブラジルの中国向け大豆を栽培している

大規模農家，特にセラードエリアの大規模

農家は中国向けにトウモロコシを輸出する

意欲も旺盛である。その理由は主として二

つある。一つは，ブラジルではトウモロコ

シの２期作が可能なため増産しやすい生産

構造にあること，もう一つは，トウモロコ

シの大規模な輸出需要ができれば，大豆の

ように安定した販路維持と先物市場による

価格ヘッジが可能になることがあげられる。

コメ以外の世界の農産物の大半は連作障

害があるため，トウモロコシは連作障害を

避けるために通常大豆や小麦などと輪作し

ている。ブラジルでの大豆の輪作作物には

トウモロコシもあるが，農家は過去なるべ

くトウモロコシの栽培面積を抑えて綿花や

フェージョン豆などとの輪作をしてきた。

大豆の収穫面積は95年から11年の間に約

1,168万haから約2,500万haへと2.5倍になっ

たが，同時期にトウモロコシの収穫面積は

1,000～1,500haの間で変動しているだけでほ

とんど増加しなかった。それでも単収の増

加により生産量は約3,200万トンから6,100

万トンへと倍近くになった。トウモロコシ

の単収は大豆の約３倍もあるため，セカン
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スラム化が進行している。世界の食糧増産

には価格の上昇と同時に零細農が生き残り

得る措置も必要である。いかにして，食糧

価格上昇のもたらす利益を一部の大農場経

営者，流通を担う穀物メジャー，商社など

にとどめず，中小，零細農家にも幅広く均
きん

霑
てん

させるかが，食糧の持続的増産と環境維

持，社会安定を同時達成するには不可欠な

課題となろう。
　<主要参考文献>
・ 清水純一（2010）「ブラジル産トウモロコシ需要と
供給」，清水達也編『食糧危機と途上国におけるト
ウモロコシの需要と供給』，独立行政法人日本貿易
振興機構アジア経済研究所，61～85頁

・ 鈴木孝憲（2010）『2020年のブラジル経済』，日本
経済新聞出版社

・ 速水佑次郞監修（2003）『開発戦略と世界銀行―50
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（ルアン　ウェイ）

ーだけではなく，日系商社を含めて新規参

入者がブラジルでも中国でも投資を拡大し

ている。これらの投資は新たな増産をもた

らすことになろう。

本稿では触れていないが，なぜ価格上昇

による投資拡大の効果が特にブラジルで顕

著に表れたのか。潜在農地を多く抱え，穀

物生産の自然条件等がブラジルに匹敵する

食糧輸出国である隣のアルゼンチンでは投

資がさほど大きくないようであるが，なぜ

か。また同様に巨大な潜在農地を抱え，し

かも供給不足で国内需要があるアフリカで

は，価格が大幅に上昇したにもかかわらず

農業関連投資はまだ少ないが，なぜかとい

った問題は今後の検討課題となろう。

これらは，食糧の増産には価格の上昇と

投資の拡大が必要であるが，価格の上昇だけ

では必ずしも投資の拡大と食糧の安定的な

増産になるとは限らないことを示している。

ブラジルでは90年代からの経済自由化政

策により投資環境が大きく改善され，政策

も政情も安定しており，政府による輸出規

制もなく，輸送インフラ等も整備されてき

たことが大きく関係しているであろう。

また，これも本稿では展開して議論して

いない課題であるが，食糧価格上昇のメリ

ットを受けやすいのは生産額が大きく，規

模の経済が働く大規模農家であり，世界で

大部分を占める零細農家にとっては生産財

である土地の価格上昇が規模の拡大を妨

げ，結果的に零細農の離農を促進させかね

ないのである。離農した農家を受け入れる

産業基盤がない途上国の場合には，都市の
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